
計装・リファレンス

【ＰＭＳ－Ｂ】

１．ディスプレイ部

計装名

標準計装

計装型式

ＰＭＳ－Ｂ

搭載製品
旧パーフェクトオーブン
ＰＨ（Ｈ）－×００シリーズ
ＰＶ（Ｈ）－××０シリーズ

ＳＥＬＥＣＴ表示

・ＳＥＬＥＣＴキー操作時に
  シンボルを表示

ヒータ出力表示灯

・ヒータＯＮ時に点灯

ＲＵＮモード表示灯

・ＲＵＮモード時に点灯

ＲＥＭＯＴＥ信号
表示灯

・ＲＥＭＯＴＥ信号
  受信時点灯

ＯＮ／ＳＴＡＲＴキー

・電源を入れる
・プログラム運転を開始

ＯＦＦ／ＳＴＯＰキー

・電源を切る
・プログラム運転を停止
・アラームを解除

ＴＥＭＰキー

・ＴＥＭＰモードに切替

ＳＥＬＥＣＴキー

・各モードにおいて
  表示を切替

設定値表示

・ＳＥＬＥＣＴ表示のシンボルに
  対応した数値を表示

温度表示灯

・設定値表示の内容が
  温度の時に点灯

時間表示灯

・設定値表示の内容が
  時間の時に点灯

槽内温度表示

・槽内温度を表示
・アラーム時はアラー
  ム表示

ＰＲＧＭモード
表示灯

・ＰＲＧＭモード時に点灯

ＴＥＭＰモード
表示灯

・ＴＥＭＰモード時に点灯

キーロック表示灯

・キーロック時に点灯

▼キー

・設定値を下げる

▲キー

・設定値を上げる
ＰＲＧＭキー

・ＰＲＧＭモードに切替

　 キー

・指定する桁のシフトを
  行なう

▲

120195
テキスト ボックス
         キーロック解除方法：Ｐ２をご参照ください。




２．各モードにおける設定、表示内容およびキーの操作方法

キーロックは”１”で有効です。”１”に設定すると、設定値の変更は行えません。

解除するためには、表示を”１”から”０”に戻してください。

設定可能な上限温度であるＴＥＭＰモードの”Ｕ”とメンテナンスモードの”Ｕ”は

同じ温度です。ただし、”Ｕ”の設定はメンテナンスモードでのみ可能です。

警報上限温度は設定上限温度以下に設定可能で、槽内温度が警報上限温度

を超えると警報（アラーム表示とブザー）を発します。

警報下限温度は設定温度を基準として下限温度が相対値で何℃低いかを示し

ています。たとえば、設定温度５０℃で警報下限温度（絶対値）を０℃にする場合、

〔警報下限温度（相対値）〕＝〔警報下限温度（絶対値）－設定温度〕

  ＝０－５０

  ＝－５０（℃）

となります。また、警報下限温度を０℃に設定した場合、下限温度に対する警報

（アラームとブザー）は行われません。

自動ダンパー（オプション）が装着されていない場合は、この設定は無効になります。

※１．

※２．

※３．

※４．

残時間の表示

ON/START

OFF/STOP

ＲＵＮモード

定値運転の
設定温度表示

ノーマル
モード

定値運転の
温度設定

ＴＥＭＰモード

第 １ ス テ ッ プ
の温度設定

ＰＲＧＭモード
TEMP

押す

押す

押す TEMP 押す

PRGM 押す

SELECT 押す

SELECT 設定値 SELECT 設定値 SELECT 設定値 SELECT 設定値

SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す

ダンパー開度
の設定・解除

※４

ダンパー開度
の設定・解除

※４

警報上限温度
の設定 ※２

第 １ ス テ ッ プ
の時間設定

SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す

キーロックの
設定・解除

※１

キーロックの
設定・解除

※１

警報下限温度
（相対値）の
設定 ※３

第 ２ ス テ ッ プ
の温度設定

SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す

ヒータ出力の
表示 （％）

ヒータ出力の
表示 （％）

設定上限温度
の表示 ※２

第 ２ ス テ ッ プ
の時間設定

SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す SELECT 押す

現在設定温度
の表示

繰り返し回数
設定

SELECT 押す SELECT 押す

残繰り返し回
数の表示

SELECT 押す

PRGM 押す



３．定値運転の設定方法

①電源ＯＮ

定値運転の実行

槽内温度表示の所に
オープニングメッセージ
が出る。 ③温度設定値の変更
　　ESPEC・・・・・・
　（定値運転開始）

②TEMPモードON
設定変更できる桁は、ド
ットが点滅している　※

TEMPモード表示灯が
点灯し、設定値表示
に温度設定値が表示
される。

目的の温度はすでに設
定されていますか？

③温度設定値の変更

設定変更できる桁は、ド
ットが点滅している　※

③TEMPモードOFF

③は、設定温度を変更する場合のみ

操作します。

TEMPモード表示灯が ドットの点滅している桁が設定変更

消灯し、設定値表示も 可能です。ドットと小数点は似てい

消える。 ますので、混同しないようにしてくだ

さい。なお、小数点は点滅しません。

注）

注）

ON
START

TEMP.

いいえ

はい

▲

▼

▼

TEMP.

▲

▼

▼



４－１．プログラム運転パターン

プログラムには、〝０〟が設定される位置によって、表のような４種類の運転パターンがあります。
表に、その４種類の運転パターンの設定値とディスプレイ（設定値表示）での表示内容を示します。
〝０〟に設定すると、表示は〝０〟ではなくて、　　　　　　　や　　　　　　　のような文字表示となり
ます。なお表中のＴ１,Ｔ２は任意の温度、t１,ｔ２は任意の時間を表しています。

ｔ１ Ｔ２

ｔ１ Ｔ２

ｔ１ Ｔ２

４ ランププログラム Ｔ１

３
２段ステップ
プログラム

Ｔ１

２
タイムアップ
スタートプログラム

ｔ２

タイムアップ
ストッププログラム

１ Ｔ１

第１ステップ
の時間

ｔ１

第２ステップ
の温度

第２ステップ
の時間

運転パターン運転パターン名Ｎｏ．
第１ステップ

の温度

Ｔ１

ＯＦＦ

ｔ１

Ｔ２

Ｔ２Ｔ１

ｔ１ ｔ２

ｔ１

Ｔ２

Ｔ１

o F F P o nU

i n EL

P o FUo F F

P o nU i n EL



４－２．プログラム運転の設定方法

①PRGMモード　OＮ

④第２ステップの温度 ⑥繰り返し回数の
　 設定値の変更 　 設定値の変更

PRGMモード表示灯が
点灯し、第１ステップの
温度設定値が表示さ
れる

第２ステップの温度 繰り返し回数が表示
設定値が表示される。 される。

②第１ステップの温度
　 設定値の変更

設定変更できる桁は、ド ⑤第２ステップの時間 ⑦PRGMモード　ＯＦＦ
ットが点滅している. 　 設定値の変更

③第１ステップの時間 PRGMモード表示灯が
　 設定値の変更 第２ステップの時間 消灯する。

設定値が表示される。

第１ステップの時間
設定値が表示される。

PRGM

▲

▼

▼

設定値
を変更

▲

▼

▼

設定値を変更

SELECT

▲

▼

▼

設定値を変更

SELECT

▲

▼

▼

設定値を変更

SELECT

▲

▼

▼

設定値を変更

SELECT

PRGM


